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タンデム加速器を用いる超微量放射性核種の検出（ 5)

一考古学試料への応用ー

No. 32 (1987) 

吉田邦夫＊，小林紘一＊＊，永井尚生＊＊＊，今村峯雄＊＊＊＊，古川英樹，沖崎昌平林＊，

小林貴之＊＊＊，八木進午＊料，本田雅館料＊，山下博＊

〔第30回放射化学討論会（1986年10月，仙台）で発表〕

考古学試料の測定では，試料自体に混入している ModernCarbonの除去が最大の問題にな

る。考古学試料の処理法を確立し，実試料の測定限界を検討するために，非常に古い試料の処

理，測定を行った。試料は， 1）ネアンデルタール人の遺跡と推定されている西アジア・シリア

のドウアラ洞窟中から発掘された種子片（東大総合研究資料館赤津助教授提供） 2）明石・西八

木海岸出土の木片（国立歴史民族学博物館春成助教授提供〉を用いた。

〔試料処理法〕 a.炭化種子片：①無処理・ベーキングのみ②1N-HCI加熱処理③ 1.2N時 NaOH 

で着色しなくなるまで加熱処理し， 1N-HCI処理した3つの異なる処理法のサンプルを作った。

b.非炭化種子片，および木片： 1.2 N-NaOHで着色しなくなるまで加熱処理， IN闇HCI洗浄，

真空下蒸焼きしサγプノレとした。

炭化種子片とされていたものは， 炭化が完全ではなく回収率が～35%であった。また非炭化

種子片は，セルロース組織が破壊されているらしく，アルカリ処理後固形物は得られなかった。

希塩酸処理のみの試料についても，蒸焼きによって炭素様の物質が得られなかった。

〔測定結果〕 現在，測定値の評価，検討を行っているが， 50,000年前後の値が得られており，

試料処理に関して致命的な汚染，問題はないように思われる。
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タンデム加速器を用いあ超微量放射性核種の検出（ 6) -26Alの測定

永井尚夫汽今村峯雄＊ホ，吉田邦夫＊＊＊，小林紘一＊＊＊＊，八木進午犬小林貴之＊，

沖崎昌平＊，古川英樹，紫田誠一本＊，本田雅健＊，山下博＊料

〔第30回放射化学討論会（1986年10月，仙台）で発表〕

26Al ((3+, EC ; r 1. 089）は半減期 7.2×105年の長半減期放射性核種であり，償石等宇宙物質

中に宇宙線生成核種として存複することが知られている。 2aA1の検出には従来非破壊 r線測定

が用いられて来たが，近年加速器質量分析（AMS）が適用されるようになり，検出感度が大巾

に増大した (103～106 倍〉。その結果測定時間の短縮，或は試料の使用量の減少といった利点の

他，地球化学試料の測定も可能になった。我々は東京大学原子力総合センタータンデム加速器に

-143-


